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3C-SiC は化学的に安定、可視光吸収可能と光電極材料として期待できる。我々は以前に表面 n

型層を形成した p型 3C-SiC 光電極の報告をした[1]。今回我々はこの 3C-SiC光電極に Pt助触媒の

担持を行い性能向上を図り、太陽光－水素エネルギー変換効率(STH)を見積もった。 

試料としてオフ角 0.7°の p+型 4H-SiC 基板上 Si面に p型 3C-SiC(膜厚: 30 µm、アクセプタ濃度: 

< 1×1015 cm-3)、n型 3C-SiC(膜厚:0.15 µm、ドナー濃度: 5×1016 cm-3)の順にエピタキシャル成長さ

せ、基板側にオーミック電極を作製したものを用いた[1]。また、試料の 3C-SiC 膜上に Pt を担持

したものを作製した。Ptの担持は H2PtCl6を 0.05 M、HClを 1 M加え 40℃で一定にした水溶液中

で、試料に-800 µA/cm2の電流を 50 秒間流すことで行った。実験は 2 電極式の光電気化学セルを

用い、作用電極として試料、対向電極として RuO2を使用し、H2SO4を 1 Mと Triton X 100 を 1 mM

加えた水溶液中に浸した。照射強度 1 W/cm2のソーラー

シミュレータにより試料に対し光照射を行い、得られた

光電流－電圧曲線より最大電力を求めることで STH を

見積もった。また、ガスクロマトグラフィー(GC)及び酸

素センサ－により水素、酸素生成量の確認を行った。 

図１に光電流－電圧特性を示す。Pt担持試料は未担持

試料に比べ光電流が大きくなった。Pt担持試料は-0.8 V 

vs RuO2において最大 STH が得られ、その値は 0.58 %で

あった。図 2に Pt担持試料に対して印加電圧を-0.8 V vs 

RuO2とした際の水素、酸素生成量の時間依存性を示す。

図中のプロットは GC による水素生成量、点線は酸素セ

ンサ－による酸素生成量の実測値を示し、実線は光電流

から求めた水素、酸素生成量の見積もり値である。水素、

酸素生成量は時間に比例して増加することを確認した。

今回得られた STH0.58 %は他の光電極材料に比べても

遜色ないことから[2]、Ptを担持した 3C-SiCは水素生成

を行うための光電極として期待できる。 
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   図１ 光電流－電圧特性 

図 2 Pt担持試料での水素、酸素

生成量の時間依存性  

第77回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2016 朱鷺メッセ (新潟県新潟市))15p-C302-6 

© 2016年 応用物理学会 13-186


